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福島県環境基本計画中間整理案に対する事前意見と対応 

No. 項目 ページ 行 意見等 意見等への対応 委員 担当課室等 

（１）環境審議会の議事構成に係る意見 

1 全体 

  

○ 第一部会の運営についてですが、対面

での審議が久しぶりになることや福島県

の各環境計画の上位計画となる環境基本

計画が審議の対象となっていることか

ら、審議の順番として⑴に環境基本計画

を審議してはいかがでしょうか。また、

その際に資料 2-3 の資料編にある環境関

連計画の体系図（現在は空欄）を基に各

計画の位置づけ（部会毎）を説明される

と分かりやすいと思いますが、いかがで

しょうか。検討してみてください。 

○ ご意見を踏まえ、議題２からご説明い

たします。 

○ なお、環境関連計画の体系図について

は別紙のとおりです。 

河津委員 生活環境総務

課 

（２）資料２－３に係る意見 

2 第１章 

第１節 

２、４ － ○ 国は 2050年脱炭素を宣言しましたが、

その実現に向けて 2030 年の CO2 削減目

標を、これまでの 26％から 46％削減へと

強化しました。この 2030年削減目標も追

記し、福島県の対応姿勢も明記してはい

かがでしょう。 

○ ご意見を踏まえ、国における 2030 年

削減目標及び県の対応方針についても

記載します。 

崎田委員 環境共生課 

3 第２章 

第２節 

９ 21行目 ○ 環境・経済・社会の統合的な向上→環

境・経済・社会を統合的に循環し、地域活

力を最大化して向上（地域循環共生圏の

考え方より） 

○ ご意見のとおり修正します。 渡邊委員 生活環境総務

課 

4 第２章 

第３節 

10～12 － ○ 環境創造センターの役割を第２章に置

いて強調したいという意図はよくわかる

のですが、一組織の役割を「基本目標と

基本姿勢」の箇所で詳細まで説明するの

は、バランスを欠いているようにも思い

ます。個人的には、第２章第２節の中で

頭出し的に言及したうえで、他の箇所（例

えば第５章）で詳細を説明するという方

○ ご意見について、環境創造センターは

計画の基本姿勢にある、「環境回復の推

進」及び「美しい自然環境に包まれた持

続的な可能な社会の実現」を具現化する

ため、施策展開にあたっての重要な役割

を担うことから、第４章「施策の体系と

展開」において記載することを検討して

まいります。 

清水委員 生活環境総務

課 

環境創造セン

ター 

資料２－5 



2 

 

No. 項目 ページ 行 意見等 意見等への対応 委員 担当課室等 

が、バランスは良いのではないかと思料

します。 

5 第２章 

第３節 

10～12 － ○ ２章で、福島県環境創造センターの役

割を書いているのは違和感があります。

福島県環境創造センターは手段のはずで

す。５章あたりに移動させてはいかがで

すか。 

 

○ ご意見について、No.4 の対応と同様

に、第４章「施策の体系と展開」におい

て記載することを検討してまいります。 

 

沼田委員 生活環境総務

課 

環境創造セン

ター 

6 第２章 

第３節 

10～12 － ○ 第２章第３節の「福島県環境創造セン

ターの役割」の追加は、まさに基本姿勢

として評価します。しかし、内容的には

現在の機能、業務を平板的に記載いただ

いているだけなので、第２章への収まり

としては悪いような気がします。現在の

記載は、資料編に移動させてはどうでし

ょうか。 

○ 一方、基本姿勢として創造センターを

どのように位置づけ、環境基本計画が目

指す姿を達成していくうえでどのように

強化して役割を担っていってもらうの

か、どこかに簡潔に明示いただいたほう

が良いように思います。 

○ ご意見について、No.4 の対応と同様

に、第４章「施策の体系と展開」におい

て、その役割等を含めて記載することを

検討してまいります。 

 

大迫委員 生活環境総務

課 

環境創造セン

ター 

7 第２章 

第３節 

10～11 － ○ 創造センターの役割は、基本的に原発

事故から安心して生活できる環境の回

復・創造が主体になっています。「持続可

能な社会実現」をセンターが担うには、

モニタリング、調査研究、情報収集・発

信、教育・研修・交流の内容が放射線重視

になっています。センターの４つの事業

の図についても同様です。福島県にとっ

て放射線の課題を優先的に解決し、持続

的な環境創造へ向かうことは大変重要で

すが、持続可能な社会創造には、温暖化

をはじめとする緩和策・適応策、多様性

保全、災害防止、農林・水産業対策などに

○ ご意見について、No.4 の対応と同様

に、第４章「施策の体系と展開」におい

て記載することを検討してまいります。 

○ また、環境創造センターにおける各取

組の記載の中で、温暖化、多様性保全、

災害防止等に対する取組についても、記

載を追加することを検討します。 

渡邊委員 環境創造セン

ター 
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No. 項目 ページ 行 意見等 意見等への対応 委員 担当課室等 

関する調査研究、情報収集・発信、教育・

研修・交流の内容が必要ではないかと考

えます。 

8 第４章 

第１節 

18 11行目 ○ 「地球温暖化対策推進計画」に対して法

的にも「気候変動適応計画」が各都道府

県でも実施されています。推進計画に適

応計画が入っているのですが、別途適応

計画の策定をご検討ください。 

○ 現在改定に向けた作業中である、「福島

県地球温暖化対策推進計画」を気候変動

適応法（平成３０年法律第５０号）第１

２条に基づく地域気候変動適応計画に

位置づける予定としており、その中で適

応策に関する記載についても充実化を

図ってまいります。 

 

渡邊委員 環境共生課 

9 第４章 19、20 

28、31 

39、48 

56、63 

－ ○ 関連するＳＤＧｓのゴール→関連する

ＳＤＧｓ（のゴールを削除） 

○ ご意見のとおり修正したうえで、「関

連する主な SDGｓ」とします。 

渡邊委員 生活環境総務

課 

10 第４章 

Ⅰ 

20～ － ○ 環境回復の推進において、県民の安心

面からの理解を得ることは非常に重要な

ことと思いますが、改めて計画案をみま

すと、リスクコミュニケーションに関す

る課題、施策がほとんどないように思い

ますが、どのように考えていますか。 

○ ご意見について、重要な課題、施策と

認識しており、コミュタン福島における

展示等を通して、環境回復の推進に向け

た理解促進に取り組んでおります。この

ことは、次期計画においても 65 ページ

で記載しています。 

○ このほか、本計画には位置付けていな

いところですが、県民に対して、食と放

射能に関する正しい情報の提供と知識

の修得を通じて、不安や疑問の解消を図

る説明会を開催するなどの取組につい

ても行っているところです。 

 

河津委員 一般廃棄物課 

中間貯蔵施設

等対策室 

除染対策課 

環境創造セン

ター 

消費生活課 
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No. 項目 ページ 行 意見等 意見等への対応 委員 担当課室等 

11 第４章 

Ⅰ 

Ⅱ 

22、33 

38、50 

－ ○ 「森林における放射性物質対策」「森林づ

くりの推進」「環境指標の 10・11」「野生鳥

獣被害対策」は農林水産部の管轄では？ 

どういうすみ分けになっていますか。（資料

3-4の 9-11ページの(1)、資料 3-4の 19-20

ページの(7)、資料 3-4 の 46 ページの森林

環境税も同様です） 

○ 「森林における放射性物質対策」（P22）、

「森林づくりの推進」(P33)、「環境指標の

10・11」(P38)ついては農林水産部の所管

となっております。 

○ また、「野生鳥獣被害対策」(P50)につい

ては、農林水産部と生活環境部が所管とな

っております。 

○ 環境基本計画は、環境に関わる全庁的な

課題・施策をまとめたものであり、生活環

境部のみならず、他部局が所管する施策に

ついても、本計画に記載しております。 

 

沼田委員 生活環境総務

課 

12 第４章 

Ⅰ－２ 

30 － ○ 廃炉は 30～40年と言われていますが、更

地にするには 100 年以上という専門家の意

見や、記憶に残るモニュメントを残しては

どうかという県民のご意見も伺います。廃

炉の早期の進展を願うのは当然ながら、廃

炉と復興のあり方や将来像を、県民の方々

と廃炉関係者が率直に意見交換できる場づ

くりを目指していただくことを期待しま

す。 

○ ご意見について、今後の施策を展開する

にあたっての参考とさせていただきます。 

○ なお、例として、廃炉においては、関係

１３市町村の住民及び各種団体の代表者

等で構成する「福島県原子力発電所の廃炉

に関する安全確保県民会議」により、東京

電力及び国の取組について、安全かつ着実

に進むよう、県民目線での意見や各界各層

からの幅広い意見を頂く機会を設けてい

るところです。 

崎田委員 原子力安全対

策課 

避難地域復興

課 

13 第４章 

Ⅱ－１ 

（１） 

32 施策 ○ 県民総ぐるみの省エネルギーの取組とし

て、建物の ZEB や ZEH は重要ですが、新築

だけでなく多くを占める既築建築物や既築

住宅の断熱改修などが現実的には重要とな

ります。その辺の記載も必要と考えます。 

○ ご意見について、現在の中間整理案にお

いても、新築のみならず既建築物や住宅の

改修等が織り込まれているところですが、

よりその施策の内容が明確となるよう、記

載内容を修正します。 

崎田委員 建築指導課 

14 第４章 

Ⅱ－１ 

（１） 

36 － ○ 水素社会に向けた福島水素エネルギー研

究フィールドを軸にした地域実装は、世界

初の試みとして期待されています。研究フ

ィールドだけでなく、地域社会が CO2 フリ

ー水素の活用をいち早く実装し、脱炭素地

域を実現するために、自動車、運輸、住宅、

建物、学校など公共建築含め、どう総合的

に活用するのか、具体化を期待します。 

○ ご意見のとおり、脱炭素社会の実現に向

けては、様々な対策を総合的に推進してい

くことが重要です。現在改定に向けた作業

中である、「地球温暖化対策推進計画」に

おいて、対策を具体化できるよう検討を進

めてまいります。 

○ また、国の水素利活用に向けた取組とも

連携してまいります。 

崎田委員 環境共生課 
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No. 項目 ページ 行 意見等 意見等への対応 委員 担当課室等 

15 第４章 

Ⅱ－１ 

（５） 

37 － ○ 適応計画の策定については No.8 で述

べましたが、適応センターの設置の前に

計画づくりが必要になると思います。環

境基本計画ですので、水資源・水質、多様

性保全（例えばブナ林など）、洪水（河川、

内水面）、斜面崩壊、高潮・高波、農林水

産業、病虫害などの項目に対する課題・

施策もご検討ください。 

○ ご意見について、現在の中間整理案に

おいても、洪水や斜面崩落、農林水産業

等に関する内容は施策に含まれている

ところですが、より施策の内容が明確に

なるよう、記載の追加を検討します。 

 

渡邊委員 生活環境総務

課 

環境共生課 

16 第４章 

Ⅱ－１ 

（５） 

38 16行目 ○ 落石だけではなく、斜面崩壊も必要で

はないでしょうか。また、No.１５と関わ

り、指標もご検討ください。 

○ ご意見を踏まえ、土砂災害警戒区域等

の指定数（モニタリング指標）等を追加

掲載することとします。 

 

渡邊委員 土木企画課 

17 第４章 

Ⅱ－２ 

（４） 

44 ３段目 ○ 「環境と共生する農林水産業の推進」

は、循環型社会ではなく、自然共生社会

に関係する話と思います。 

○ ご意見について、当該施策は、事業者

が認証ＧＡＰ及び有機ＪＡＳ認証等の

取得促進や、間伐材等未利用材の活用に

よる森林資源の循環利用の促進など、環

境と調和した事業活動を推進するもの

であるため、現在の項目中での掲載とし

たものです。 

 

沼田委員 生活環境総務

課 

環境保全農業

課 

水産課 

林業振興課 

18 第４章 

Ⅱ－３ 

（１） 

48 ２段目 ○ 「環境保全の啓発」 

自然環境保全は貴重な生態系だけでな

く、多様性の視点を持つ必要があるかと

思います。単一的な自然環境だけでは多

様性は保全できないと考えます。 

○ ご意見を踏まえ、多様性の視点を取り

入れた記載とします。 

今野委員 自然保護課 

19 第４章 

Ⅱ－３ 

（１） 

49 １段目 ○ 「自然とのふれあいの場の整備」 

地域の人が利用しやすい環境であるこ

とも重要ですが、各地域の生物多様性に

配慮した整備の仕方を推進することも重

要と考えます。 

○ 意見について、例えば、自然公園事業に

おいては、自然環境整備計画に基づき、生

物多様性の確保や、公園利用による生態系

への影響を最小限にするための施設整備

等について、計画的に実施しているところ

です。 

○ なお、ご意見を踏まえて、施設整備にお

ける生態系への配慮についての記載を追

加します。 

今野委員 自然保護課 

水・大気環境

課 

森林計画課 

森林保全課 

河川計画課 

河川整備課 

まちづくり推

進課 
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No. 項目 ページ 行 意見等 意見等への対応 委員 担当課室等 

20 第４章 

Ⅱ－３ 

（２） 

50 現状 ○ 「現状」 

狩猟者の減少が鳥獣被害増加の要因に

見えますが、実際には農山村の活動低下

等様々な要因により、現状の問題が発生

しています。この書き方では、『狩猟者を

増やせばいい』と捉えられてしまいます

ので、改善を求めます。 

○ ご意見を踏まえ、（２）現状において、

狩猟者減少以外の要因についても追記

します。 

 

 

今野委員 自然保護課 

環境保全農業

課 

21 第４章 

Ⅱ－３ 

（２） 

50 参考 ○ 「共生センターの役割」 

傷病鳥獣のリハビリの様子を公開する

などして、『野生鳥獣との付き合い方を学

ぶ』という役割もあるかと思いますので、

ご検討ください。 

○ ご意見を踏まえ、野生生物共生センタ

ーにおける野生鳥獣との共生に関する

学習に係る役割についても追記します。 

今野委員 自然保護課 

22 第４章 

Ⅱ－３ 

（３） 

51 ２段目 

課題 

○ 「県内の生態系」 

生態系という意味では、外来種を含め

て生態系であると考えます。もともと生

息している（在来）生き物の生態系を・・・

などの方が良いのではないでしょうか。 

○ ご意見を踏まえ、生態系の意味する範

囲が明確になるよう、具体的に記載しま

す。 

今野委員 自然保護課 

23 第４章 

Ⅱ－３ 

（３） 

51 ３段目 

施策 

○ 「生物多様性の認知度不足」 

せせらぎスクールや森の案内人による

環境教育、森林学習会等、様々な場面で普

及の機会はあるかと思います。それらの

機会を存分に活用できるよう、森の案内

人になるための研修会で生物多様性につ

いて学んでもらうなど、生物多様性につ

いて普及できる機会と人材を育成してい

くことも必要ではないでしょうか。 

○ ご意見を踏まえ、様々な施策の中で、

生物多様性についての県民への理解が

深まるよう、学習の機会創出と人材育成

等にも取り組んでまいります。 

今野委員 自然保護課 

 

24 第４章 

Ⅱ－４ 

（４） 

60 － ○ 「(4) 大規模な開発行為への対応」に

ついても、何らかの評価指標があればと

思います。 

 

○ ご意見について、本施策は、事業者等

が開発行為を行うにあたって、事業者等

自らが関係法令に基づき環境影響評価

等を実施することが前提となるもので

あり、また、大規模な開発行為への事前

指導については、一定規模以上の開発行

為に係る関係法令等の許認可の見通し

の観点から必要な指導等を行うもので

沼田委員 環境共生課 

復興・総合計

画課 
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No. 項目 ページ 行 意見等 意見等への対応 委員 担当課室等 

あり、定量的な目標を設定するなどの指

標化は難しいものと考えます。 

25 第４章 

Ⅱ－５ 

（４） 

63 － ○ 環境教育については、資料 1 で、もっと

多くのＳＤＧｓゴールが関連しているよう

に示されていたのではと思います。それら

をすべて書いてはいかがですか。 

○ ご意見について、環境基本計画では関

連する SDGs が多岐にわたることから、

施策展開にあたり、特に関連する重要な

SDGsのみを示しております。 

○ なお、ご指摘を踏まえ、「関連する SDGs

のゴール」から「関連する主な SDGs」へ

記載を変更します。 

沼田委員 生活環境総務

課 

26 第４章 

Ⅱ－５ 

（３） 

65 ４段目 ○ 「東日本大震災・原子力災害伝承館」と

の連携ですが、非常に良いことだと思い

ます。できれば両者の特徴を生かした、

より教育効果を高める包括的なプログラ

ムを構築されて連携されるのが良いと思

います。また、伝承館だけではなく、さら

に福島県内の各施設を包含した連携にも

期待しています。 

○ なお、webなどで結んだオンラインイベ

ントの開催など、コロナ禍でも気軽に参

加できるような企画も良いのではないか

と思います。 

○ 伝承館との連携については、環境創造

センター人材育成プログラムの伝承館

での開催など、より連携を深めた取組の

実施について検討してまいります。ま

た、県内施設との連携や、県内の様々な

施設、企業の参画などにも引き続き取り

組んでまいります。 

○ なお、昨年度は環境創造シンポジウ

ムをオンラインで開催したところであ

り、引き続きコロナ禍でも様々な方が気

軽に参加できるような企画にも取り組

んでまいります。 

武石委員 環境創造セン

ター 

生涯学習課 

（３）資料２－４に係る意見 

27 （５）気

候 変 動

へ の 適

応 

３ － ○ 上記 No.１５）、１６）で記載 ○ ご意見を踏まえ、No.16の意見と同様

に、土砂災害警戒区域等の指定数（モニ

タリング指標）等を追加掲載することと

します。 

渡邊委員 土木企画課 

28 （４）環

境と調和

した事業

活動の展

開 

 

５ － ○ 「環境と調和した事業活動の展開」に

は、「うつくしまエコ・リサイクル認定制

度」の認定数等を入れるべきと思います。 

 

○ ご意見を踏まえ、「うつくしま、エコ・

リサイクル製品認定数」を指標として追

加します。 

沼田委員 環境共生課 
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No. 項目 ページ 行 意見等 意見等への対応 委員 担当課室等 

29 （３）情

報収集・

提 供 と

発信 

９ － ○ 情報収集・提供と発信であれば利用者

数や参加学校数ではなく、まさに情報収

集状況、提供・発信数などが指標になる

のではないでしょうか。 

○ 利用者数を増加することに指標を定め

ることで、センターの施策のＰＤＣＡサ

イクルが動くとは考えられません。内外

ともに負担になり、目的を外しかねませ

ん。センターの事業化が基本計画での No．

７を担うのであれば、より重要な位置付

けになりますので、これらに見合った指

標が必要と思います。 

○ コミュタン福島の利用や環境学習へ

の活用を促進することにより、放射線に

関する知識の普及や福島の環境の現状

に関する情報発信を広めていくことか

ら、「コミュタン福島の利用者数」「コミ

ュタン福島を活用して環境学習を行っ

た県内小学校の割合」を指標として設定

しております。 

 

渡邊委員 環境創造セン

ター 

 



資料２－５ 別紙 

福島県環境基本計画（第４次）抜粋 
 

 

環境関連計画の体系図 

（平成２９年３月現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（その他、関連する主な計画） 

 ・福島県地域防災計画 【S38～】 

 ・特定鳥獣保護管理計画  

カワウ【H29～33】、ニホンザル【H29～33】、ツキノワグマ【H29～33】、

イノシシ【H27～31】、ニホンジカ【H28～32】 

 ・福島県景観計画 【H21.10～】

福島県ごみ処理広域化計画【H22～29】 

 

 福島県ポリ塩化ビフェニル廃棄物処理計画

【H18～38】 

 

 ふくしま生物多様性推進計画（第２次）【H26.3～32】 

福島県分別収集促進計画（第７期）【H26～30】 

 

 
福島県廃棄物処理計画 

【H27～32】 

福島県循環型社会形成推進計画【H27～32】 

福島県環境基本条例 

福島県環境基本計画 

福島県総合計画 

他部門の各種計画 

福島県復興計画 

福島県地球温暖化対策推進計画【H25～32】 

第１２次鳥獣保護事業計画【H29～33】 

 猪苗代湖及び裏磐梯湖沼 

水環境保全推進計画 

【H25～32】 

 

 

福島県水環境保全基本計画【H25～32】 

 

 

福島県原子力発電所周辺環境放射能測定基本計画【H20～】 

 

 

福島県環境教育等行動計画【H26～32】 

 


